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「障がい者が暮らしやすい社会づくり事業補助金」をご利用ください
　障がいを理由とする差別取扱いの解消を目指す「障害者差別解消法」は、障がい者が活動する上での「バ
リア(障壁)」を取り除く「合理的配慮の提供」を民間事業者に義務付けています。 みんなが暮らしやすい社
会にしていくためには、障がい者が生活をしていく上で支障となるバリア「社会的障壁」を取り除くことが
重要です。鳥取県では、県内の民間事業者に対し、社会的障壁の除去に必要となる経費を支援する補助制度
を設けていますので、是非ご利用ください。

●補助対象経費
合理的配慮(生活上のバリアを取り除くため)に要す

る経費で、可動式スロープ、パンフレット等の点字化、
筆談ボード、障がい者用駐車スペースの区画整備など
●補助率　２／３
(あいサポートの認定を受けると５万円までは10/10

で、５万円を超える場合は５万円＋超える金額の２/3)
●限度額　30万円(補助金の上限額)
●申請期限等
申請期限はありませんが、令和８年度内に完了する

事業に限ります。
※詳しくは、担当にお問い合わせください。

　
１
月
16
日
に
県
立
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
で
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
誰
も
が
学
び
の
主

体
と
な
る
「
生
涯
学
習
」
の
視
点
か
ら
、

多
様
な
学
び
の
場
が
人
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
生
み
出
す
こ
と
に
着
目
し
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
機
会

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は

文
部
科
学
省
が
実
施
す
る「
共
に
学
び
、

生
き
る
共
生
社
会
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

の
枠
組
み
を
活
用
す
る
も
の
で
、
山
陰

地
方
及
び
本
県
で
は
初
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
初
め
に
、
文
部
科
学
省
の
担
当
者
よ

り
「
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
多
様
な

学
習
活
動
の
充
実
」
に
つ
い
て
、
教
育

と
福
祉
の
連
携
、
多
様
な
主
体
が
集
う

協
議
の
場
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
学
べ
る
場
の
必
要
性
・
重
要
性
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
鳥
取
短
期
大
学
の
國
本
真

吾
教
授
よ
り
「
障
が
い
の
あ
る
人
の
生

涯
学
習
×
福
祉

教
育
・
学
習
」

に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
で
は
、

「
福
祉
と
教
育

の
ね
ら
い
は
同

じ
」
や
、
障
が

い
の
あ
る
方
は

福
祉
の
「
受
け

手
」
だ
け
で
な

く
「
担
い
手
」

に
も
な
る
、
鳥

取
県
の
福
祉
教

育
の
特
徴
は

「
福
祉
の
心
を

育
み
、
実
践
へ

つ
な
げ
る
」
こ

と
、
と
い
う
内

容
が
印
象
的
で

し
た
。

　
そ
の
後
の
実

践
発
表
で
は
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
か
ら
ふ

る
、
わ
か
と
り
青
年
学
級
、
鳥
取
大
学

附
属
特
別
支
援
学
校
高
等
部
専
攻
科
、

県
社
協
の
福
祉
教
育
試
行
的
実
践
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
県
で
も
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
１
人
ひ

と
り
が
輝
け
る
居
場
所
が
あ
る
こ
と

や
、
住
民
全
員
が
地
域
を
構
成
し
活
動

主
体
と
な
る
と
い
う
気
づ
き
が
あ
っ
た

一
方
、
活
動
の
存
在
が
認
知
不
足
だ
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
福
祉
関
係
者
・
団

体
の
他
、
行
政
、
教
育
、
社
会
教
育
、

住
民
の
方
、
総
勢
84
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
感
想
と
し
て
「
取
り
組
み
を

初
め
て
知
っ
た
」
や
「
職
場
や
公
民
館

の
活
動
で
取
り
入
れ
た
い
」「
活
動
に

一
緒
に
参
加
し
て
み
た
い
」
と
の
声
が

あ
り
、本
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
県
社
協
も
引
き
続
き

福
祉
教
育
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
主
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

福
祉
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
×
共
に
学
び
、生
き
る

　
　
　
　共
生
社
会
コン
ファレ
ン
ス
in
鳥
取

福
祉
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
×
共
に
学
び
、生
き
る

　
　
　
　共
生
社
会
コン
ファレ
ン
ス
in
鳥
取

　
各
企
業
・
団
体
よ
り
寄
贈
の
申
し
出
を

受
け
、
福
祉
施
設
・
団
体
へ
お
つ
な
ぎ
し

ま
し
た
。

①「
使
用
済
み
切
手
・
未
使
用
は
が
き
・
未

使
用
切
手
等
」（
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
）

12
月
23
日
、
因
幡
エ
リ
ア
56
局
の
郵
便

局
で
集
め
た
使
用
済
み
切
手
等
の
寄
贈
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
会
長
の
山
田
一

孝
様
よ
り
本
会
へ
「
福
祉
向
上
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
目
録
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
使
用
済
切
手
　
１
９
，
９
２
４
ｇ

●
未
使
用
切
手
　
　
１
，
６
６
７
枚

●
未
使
用
は
が
き
　
２
，
４
１
７
枚

　
使
用
済
み
切
手
は
国
際
支
援
を
行
う
Ｎ

Ｇ
Ｏ
へ
、
未
使
用
の
も
の
は
新
し
い
切
手

や
は
が
き
に
交
換
し
て
県
東
部
の
福
祉
団

体
や
こ
ど
も
食
堂
に
寄
贈
い
た
し
ま
す
。

②
車
椅
子
（
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
な
ら
び
に
ク
ラ
シ
エ
株
式

会
社
）

　
両
社
に
よ
る
全
国
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
よ
り
本
県
で
も
車
椅
子
５
台
の
寄
贈
が

あ
り
、
1
月
20
日
に
贈
呈
式
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
㈱
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド

ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本
鳥
取
店

舗
運
営
部
長
の
天
野
貴
博
様
が
地
域
貢
献

活
動
へ
の
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
車
椅

子
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
を
受
け
ら

れ
た
の
は
次
の
法
人
で
す
。

●
希
望
の
家

●
ケ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

●
尚
仁
福
祉
会

●
信
生
会

●
智
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会

③
車
両
（
生
命
保
険
協
会
鳥
取
県
協
会
）

　
生
命
保
険
協
会
鳥
取
県
協
会
か
ら
は
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
福
祉
巡
回

車
１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
４
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、

関
係
者
約
30
名
が
参
加
。
鳥
取
県
協
会
の

秋
吉
満
澄
会
長
よ
り
「
福
祉
巡
回
車
の
寄

贈
は
、
１
９
９
４
年
か
ら
今
年
に
至
る
ま

で
長
年
継
続
し
て
い
る
事
業
で
す
。
協
会

員
14
社
の
職
員
約
１
、
３
０
０
名
一
人
ひ

と
り
の
募
金
を
基
に
車
両
贈
呈
を
行
っ
て

い
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
れ

る
よ
う
ご
活
用
く
だ
さ
い
」
と
鳥
取
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
田
中
節
哉
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
へ
目
録
と
記
念
キ
ー
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
贈
を
受
け
て
、
生
命
保
険
協

会
か
ら
の
累
計
寄
贈
台
数
は
58
台
と
な
り

ま
し
た
。

④
車
椅
子
（
第
一
生
命
労

働
組
合
鳥
取
支
部
）

　
第
一
生
命
労
働
組
合
鳥

取
支
部
よ
り
車
椅
子
３
台

の
寄
贈
が
あ
り
、
２
月
９

日
に
贈
呈
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

福
永
哲
也
執
行
委
員
長
よ
り
「
組
合
で
募

金
を
呼
び
か
け
寄
贈
し
て
お
り
、
今
年
で

76
台
と
な
っ
た
。
有
意
義
に
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
」
と
車
椅
子
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
贈
呈
を
受
け
た
の
は
次
の
社
会
福
祉
協

議
会
で
す
。

●
鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会

企
業
・
団
体
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動

企
業
・
団
体
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動
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伝送設
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ＯＡ機器 リース メンテナンス

パソコ
ン修理
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http://values.main.jp

補
助
金
の
概
要

補
助
金
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概
要

◆ 問い合わせ先 　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

◆問い合わせ先　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice

betta-k
スタンプ




